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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局と、キャリアを一つ使用して前記基地局とパケット通信を行うことが可能な第１
の無線通信端末と、前記キャリアを同時に複数使用して前記基地局とパケット通信を行う
ことが可能な第２の無線通信端末と、を備えた無線通信システムにおいて、
　前記基地局は、
　該基地局が送信したデータの宛先を前記各無線通信端末に認識させるために割り当てら
れる割当情報に、シングルキャリア用の割当情報の領域とマルチキャリア用の割当情報の
領域とを設定して記憶する割当情報記憶手段と、
　前記第１の無線通信端末が一つのキャリアを使用して通信を行う際に、前記シングルキ
ャリア用の割当情報の領域に設定されたシングルキャリア用の割当情報を前記第１の無線
通信端末に割当て、前記第２の無線通信端末が複数のキャリアを使用して通信を行う際に
、前記マルチキャリア用の割当情報の領域に設定されたマルチキャリア用の割当情報を前
記第２の無線通信端末に割当てる割当情報付与手段と、
　を備えることを特徴とする無線通信システム。
【請求項２】
　前記割当情報記憶手段は、前記割当情報を一定の順序で配列して記憶しており、
　前記割当情報付与手段は、前記第１の無線通信端末が一つのキャリアを用いて通信を行
う際には前記配列の一方から前記シングルキャリア用の割当情報を割り当て、前記第２の
無線通信端末が複数のキャリアを使用して通信を行う際には前記配列の他方から前記マル
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チキャリア用の割当情報を割り当てることを特徴とする請求項１に記載の無線通信システ
ム。
【請求項３】
　前記割当情報付与手段は、前記第１の無線通信端末が一つのキャリアを使用して通信を
行う際に割り当てるシングルキャリア用の割当情報と、前記第２の無線通信端末が複数の
キャリアを使用して通信を行う際に割り当てるマルチキャリア用の割当情報との、前記割
当情報の配列における境界を変化させることができることを特徴とする請求項２に記載の
無線通信システム。
【請求項４】
　前記記憶手段は、前記第１の無線通信端末が一つのキャリアを使用して通信を行う際に
割り当てるシングルキャリア用の割当情報と、前記第２の無線通信端末が複数のキャリア
を使用して通信を行う際に割り当てるマルチキャリア用の割当情報とを、別個の配列とし
て記憶することを特徴とする請求項１から３のいずれか一つに記載の無線通信システム。
【請求項５】
　前記パケット通信は、可変長パケットを使用して行うことを特徴とする請求項１から４
のいずれか一つに記載の無線通信システム。
【請求項６】
　前記割当情報付与手段は、前記第２の無線通信端末が複数のキャリアを使用して通信を
行う際に、前記マルチキャリア用の割当情報の空きがない場合、前記シングルキャリア用
の割当情報を前記第２の無線通信端末に割り当てることを特徴とする請求項１に記載の無
線通信システム。
【請求項７】
　前記割当情報付与手段は、前記第１の無線通信端末が一つのキャリアを使用して通信を
行う際に、前記シングルキャリア用の割当情報の空きがない場合、前記マルチキャリア用
の割当情報を前記第１の無線通信端末に割り当てることを特徴とする請求項１に記載の無
線通信システム。
【請求項８】
　キャリアを一つ使用して通信を行うことが可能な第１の無線通信端末と、前記キャリア
を同時に複数使用して通信を行うことが可能な第２の無線通信端末と、の双方によりパケ
ット通信を行うことが可能な基地局装置において、
　該基地局装置が送信したデータの宛先を前記各無線通信端末に認識させるために割り当
てられる割当情報に、シングルキャリア用の割当情報の領域とマルチキャリア用の割当情
報の領域とを設定して記憶する割当情報記憶手段と、
　前記第１の無線通信端末が一つのキャリアを使用して通信を行う際に、前記シングルキ
ャリア用の割当情報の領域に設定されたシングルキャリア用の割当情報を前記第１の無線
通信端末に割当て、前記第２の無線通信端末が複数のキャリアを使用して通信を行う際に
、前記マルチキャリア用の割当情報の領域に設定されたマルチキャリア用の割当情報を前
記第２の無線通信端末に割当てる割当情報付与手段と、
　を備えることを特徴とする基地局装置。
【請求項９】
　前記パケット通信は、可変長パケットを使用して行うことを特徴とする請求項８に記載
の基地局装置。
【請求項１０】
　基地局が送信したデータの宛先を無通通信端末に認識させるために割り当てられる割当
情報に、シングルキャリア用の割当情報の領域とマルチキャリア用の割当情報の領域とを
設定し、一つのキャリアを使用して通信を行う際に、前記シングルキャリア用の割当情報
の領域に設定されたシングルキャリア用の割当情報を無線通信端末に割当て、複数のキャ
リアを使用して通信を行う際に、前記マルチキャリア用の割当情報の領域に設定されたマ
ルチキャリア用の割当情報を無線通信端末に割当てる基地局とパケット通信を行うことが
可能な無線通信端末であって、
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　同時に複数のキャリアを使用して前記基地局とパケット通信を行う際に、マルチキャリ
ア通信である旨を前記基地局に送信し、
　該送信に対応して前記基地局から割り当てられたマルチキャリア用の割当情報を記憶し
、
　該記憶したマルチキャリア用の割当情報を用いて前記基地局とマルチキャリアによるパ
ケット通信を行うことを特徴とする無線通信端末。
【請求項１１】
　前記パケット通信は、可変長パケットを使用して行うことを特徴とする請求項１０に記
載の無線通信端末。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、パケット通信を行う無線通信システムにおいて、マルチキャリア端末とシング
ルキャリア端末を混在可能なＣＤＭＡ無線通信システムに関する。
【０００２】
【従来の技術】
基地局からの順方向通信を時間分割多重（ＴＤＭＡ）によってパケット通信を行うＣＤＭ
Ａ無線通信システムとして、例えば3GPP2（http://www.3gpp2.org/）において公開されて
いるC.S0024で規定される「HRPD」規格が知られている。これは上り下り一組の周波数チ
ャネル（キャリア）を介してパケット通信を行うシングルキャリア端末の無線通信技術で
ある。
【０００３】
一方、基地局からの順方向パケット通信を符号分割多重（ＣＤＭＡ）を用いて行う技術と
して、例えば3GPP2規格のC.S0001ないしC.S0005-Aの「Spread Rate 3」（ＳＲ３）が知ら
れている。これは同時に複数の周波数チャネルを用いてパケット通信を行うマルチキャリ
ア端末の無線通信技術であり、チップレートが１．２２８８ＭＨｚであるキャリア（周波
数チャネル）を３つ同時に使用して通信を行い、３．６８６４ＭＨｚで通信可能な技術で
ある。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
上記のＳＲ３を用いたマルチキャリア端末では、１つのキャリアがＣＤＭＡを行うための
拡散符号を１つ占有するため、同一セル内においてマルチキャリア端末の数に応じて拡散
符号が必要となっていた。
【０００５】
一方、従来のシングルキャリアを用いたシステムから将来普及が予定されているマルチキ
ャリアシステムに移行する際に、既存の設備を拡張しシングルキャリアシステムとマルチ
キャリアシステムとを共存させて同時に利用できるとすれば、コストや拡張性の面からも
非常に有効である。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　請求項１の発明は、基地局と、キャリア（例えば上り下り一組の周波数チャネルのこと
であり、シングルキャリアと言う）を一つ使用して前記基地局とパケット通信を行うこと
が可能な第１の無線通信端末と、前記キャリアを同時に複数（例えば上りは一つ以上、下
りは二つ以上の一組の周波数チャネルを組み合わせたものであり、マルチキャリアと言う
）使用して前記基地局とパケット通信を行うことが可能な第２の無線通信端末と、を備え
た無線通信システムにおいて、前記基地局は、基地局が送信したデータの宛先を前記各無
線通信端末に認識させるために割り当てられる割当情報に、シングルキャリア用の割当情
報の領域とマルチキャリア用の割当情報の領域とを設定して記憶する割当情報記憶手段と
、前記第１の無線通信端末が一つのキャリアを使用して通信を行う際に、前記シングルキ
ャリア用の割当情報の領域に設定されたシングルキャリア用の割当情報を前記第１の無線
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通信端末に割当て、前記第２の無線通信端末が複数のキャリアを使用して通信を行う際に
、前記マルチキャリア用の割当情報の領域に設定されたマルチキャリア用の割当情報を前
記第２の無線通信端末に割当てる割当情報付与手段と、を備えることを特徴とする。
【０００８】
　請求項２の発明は、請求項１の発明において、前記割当情報記憶手段は、前記割当情報
を一定の順序で配列して記憶しており、前記割当情報付与手段は、前記第１の無線通信端
末が一つのキャリアを用いて通信を行う際には前記配列の一方から前記シングルキャリア
用の割当情報を割り当て、前記第２の無線通信端末が複数のキャリアを使用して通信を行
う際には前記配列の他方から前記マルチキャリア用の割当情報を割り当てることを特徴と
する。
【０００９】
　請求項３の発明は、請求項２の発明において、前記割当情報付与手段は、前記第１の無
線通信端末が一つのキャリアを使用して通信を行う際に割り当てるシングルキャリア用の
割当情報と、前記第２の無線通信端末が複数のキャリアを使用して通信を行う際に割り当
てるマルチキャリア用の割当情報との、前記割当情報の配列における境界を変化させるこ
とができることを特徴とする。
【００１０】
　請求項４の発明は、請求項１から３のいずれか一つの発明において、前記記憶手段は、
前記第１の無線通信端末が一つのキャリアを使用して通信を行う際に割り当てるシングル
キャリア用の割当情報と、前記第２の無線通信端末が複数のキャリアを使用して通信を行
う際に割り当てるマルチキャリア用の割当情報とを、別個の配列として記憶することを特
徴とする。
【００１１】
　請求項５の発明は、請求項１から４のいずれか一つの発明において、前記パケット通信
は、可変長パケットを使用して行うことを特徴とする。
【００１２】
　請求項６の発明は、請求項１の発明において、前記割当情報付与手段は、前記第２の無
線通信端末が複数のキャリアを使用して通信を行う際に、前記マルチキャリア用の割当情
報の空きがない場合、前記シングルキャリア用の割当情報を前記第２の無線通信端末に割
り当てることを特徴とする。
【００１３】
　請求項７の発明は、請求項１に発明において、前記割当情報付与手段は、前記第１の無
線通信端末が一つのキャリアを使用して通信を行う際に、前記シングルキャリア用の割当
情報の空きがない場合、前記マルチキャリア用の割当情報を前記第１の無線通信端末に割
り当てることを特徴とする。
【００１４】
　請求項８の発明は、キャリアを一つ使用して通信を行うことが可能な第１の無線通信端
末と、前記キャリアを同時に複数使用して通信を行うことが可能な第２の無線通信端末と
、の双方によりパケット通信を行うことが可能な基地局装置において、該基地局装置が送
信したデータの宛先を前記各無線通信端末に認識させるために割り当てられる割当情報に
、シングルキャリア用の割当情報の領域とマルチキャリア用の割当情報の領域とを設定し
て記憶する割当情報記憶手段と、前記第１の無線通信端末が一つのキャリアを使用して通
信を行う際に、前記シングルキャリア用の割当情報の領域に設定されたシングルキャリア
用の割当情報を前記第１の無線通信端末に割当て、前記第２の無線通信端末が複数のキャ
リアを使用して通信を行う際に、前記マルチキャリア用の割当情報の領域に設定されたマ
ルチキャリア用の割当情報を前記第２の無線通信端末に割当てる割当情報付与手段と、を
備えることを特徴とする。
【００１５】
　請求項９の発明は、請求項８の発明において、前記パケット通信は、可変長パケットを
使用して行うことを特徴とする。
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【００１６】
　請求項１０の発明は、基地局が送信したデータの宛先を無通通信端末に認識させるため
に割り当てられる割当情報に、シングルキャリア用の割当情報の領域とマルチキャリア用
の割当情報の領域とを設定し、一つのキャリアを使用して通信を行う際に、前記シングル
キャリア用の割当情報の領域に設定されたシングルキャリア用の割当情報を無線通信端末
に割当て、複数のキャリアを使用して通信を行う際に、前記マルチキャリア用の割当情報
の領域に設定されたマルチキャリア用の割当情報を無線通信端末に割当てる基地局とパケ
ット通信を行うことが可能な無線通信端末であって、同時に複数のキャリアを使用して前
記基地局とパケット通信を行う際に、マルチキャリア通信である旨を前記基地局に送信し
、該送信に対応して前記基地局から割り当てられたマルチキャリア用の割当情報を記憶し
、該記憶したマルチキャリア用の割当情報を用いて前記基地局とマルチキャリアによるパ
ケット通信を行うことを特徴とする。
【００１７】
　請求項１１の発明は、請求項１０の発明において、前記パケット通信は、可変長パケッ
トを使用して行うことを特徴とする。
【００１８】
【発明の作用と効果】
　請求項１の発明によると、基地局は、該基地局が送信したデータの宛先を前記各無線通
信端末に認識させるために割り当てられる割当情報に、シングルキャリア用の割当情報の
領域とマルチキャリア用の割当情報の領域とを設定して記憶する割当情報記憶手段と、前
記第１の無線通信端末が一つのキャリアを使用して通信を行う際に、前記シングルキャリ
ア用の割当情報の領域に設定されたシングルキャリア用の割当情報を前記第１の無線通信
端末に割当て、前記第２の無線通信端末が複数のキャリアを使用して通信を行う際に、前
記マルチキャリア用の割当情報の領域に設定されたマルチキャリア用の割当情報を前記第
２の無線通信端末に割当てる割当情報付与手段とを備える。すなわち、割当情報付与手段
は、同時に複数のキャリアを使用してパケット通信を行う無線通信端末に複数のキャリア
を割り当てる際に、複数のキャリアに共通して用いられる割当情報を付与するので、割当
情報（ＭＡＣインデックス）に従って基地局と無線通信端末との通信を管理することがで
きる。
【００１９】
　請求項２の発明によると、前記割当情報記憶手段は、前記割当情報を一定の順序で配列
して記憶しており、前記割当情報付与手段は、前記第１の無線通信端末が一つのキャリア
を用いて通信を行う際には前記配列の一方から前記シングルキャリア用の割当情報を割り
当て、前記第２の無線通信端末が複数のキャリアを使用して通信を行う際には前記配列の
他方から前記マルチキャリア用の割当情報を割り当てるので、複数のキャリアを使用する
無線通信端末と一つのキャリアを使用する無線通信端末とを単一の配列の割当情報によっ
て管理することができ、複数のキャリアを使用する無線通信端末と一つのキャリアを使用
する無線通信端末とで重複しないように割当情報を割り当てて記憶することができる。
【００２０】
　請求項３の発明によると、前記割当情報付与手段は、前記第１の無線通信端末が一つの
キャリアを使用して通信を行う際に割り当てるシングルキャリア用の割当情報と、前記第
２の無線通信端末が複数のキャリアを使用して通信を行う際に割り当てるマルチキャリア
用の割当情報との、前記割当情報の配列における境界を変化させるので、第１の無線通信
端末と第２の無線通信端末との端末の比率を通信回線の混雑状況に応じて動的に変化させ
ることができる。
【００２１】
　請求項４、５、６及び７の発明によると、前記割当情報付与手段は、前記第２の無線通
信端末が複数のキャリアを使用して通信を行う際に、前記マルチキャリア用の割当情報の
空きがない場合、前記シングルキャリア用の割当情報を前記第２の無線通信端末に割り当
てる、又は、前記第１の無線通信端末が一つのキャリアを使用して通信を行う際に、前記
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シングルキャリア用の割当情報の空きがない場合、前記マルチキャリア用の割当情報を前
記第１の無線通信端末に割り当てるので、シングルキャリアとマルチキャリアとのいずれ
か一方が先に混雑状態になり空きが無くなってしまった場合には、混雑状態が高い方の領
域を増やすことができる。
【００２２】
　請求項８の発明によると、基地局装置は、該基地局装置が送信したデータの宛先を前記
各無線通信端末に認識させるために割り当てられる割当情報に、シングルキャリア用の割
当情報の領域とマルチキャリア用の割当情報の領域とを設定して記憶する割当情報記憶手
段と、前記第１の無線通信端末が一つのキャリアを使用して通信を行う際に、前記シング
ルキャリア用の割当情報の領域に設定されたシングルキャリア用の割当情報を前記第１の
無線通信端末に割当て、前記第２の無線通信端末が複数のキャリアを使用して通信を行う
際に、前記マルチキャリア用の割当情報の領域に設定されたマルチキャリア用の割当情報
を前記第２の無線通信端末に割当てる割当情報付与手段と、を備えるので、割当情報（Ｍ
ＡＣインデックス）に従って基地局と無線通信端末との通信を管理することができる。
【００２３】
　請求項１０の発明によると、無線通信端末は、同時に複数のキャリアを使用して前記基
地局とパケット通信を行う際に、マルチキャリア通信である旨を前記基地局に送信し、該
送信に対応して前記基地局から割り当てられたマルチキャリア用の割当情報を記憶し、該
記憶したマルチキャリア用の割当情報を用いて前記基地局とマルチキャリアによるパケッ
ト通信を行うので、割当情報（ＭＡＣインデックス）によって管理された通信を行うこと
ができる。
【００２４】
　請求項５、９及び１１の発明によると、可変長パケットを使用してパケット通信を行う
ので、無駄なパケットを極力発生させずに、通信回線を効率的に使用することができる。
【００２５】
【発明の実施の形態】
以下に、図面を参照にして本発明の実施の形態の通信システムの詳細を説明する。
【００２６】
図１は、本発明の実施の形態の通信システムの概略図を示す。
【００２７】
１０は移動局、２０は基地局、３０は交換局である。
【００２８】
移動局１０は一つ以上の携帯端末を含む。携帯端末Ａ及び携帯端末Ｂはマルチキャリア端
末であり、同時に三つのキャリアを使用し各々のキャリアごとに符号分割多重を行って基
地局２０からの順方向のパケット通信を行う。携帯端末Ｃ、携帯端末Ｄ、携帯端末Ｅ、携
帯端末Ｆ及び携帯端末Ｇはシングルキャリア端末であり、同時に一つのキャリアのみを使
用し符号分割多重を行って基地局２０からの順方向のパケット通信を行う。
【００２９】
基地局２０は、アンテナ２１ないし２３、無線部２４ないし２６、制御部２７、記憶部２
８を備えている。アンテナ２１ないし２３は各々無線部２４ないし２６に接続されており
、移動局１０からの電波を受信し、移動局１０に対し電波を送信する。無線部２４ないし
２６は、送信データをアンテナ２１ないし２３から送信する高周波信号に変換し、アンテ
ナ２１ないし２３によって受信した高周波信号を受信データに変換する。アンテナ２１及
び無線部２４、アンテナ２２及び無線部２５、アンテナ２３及び無線部２６は、それぞれ
異なるキャリアを使用して移動局１０と通信する。すなわち、基地局２０は同時に複数の
キャリアを送受信して、移動局１０との間でマルチキャリア通信を行うことができる。
【００３０】
制御部２７は、無線部２４ないし２６を制御し、また、後述するＭＡＣインデックスを割
り当て、記憶部２８にＭＡＣインデックスを記憶し、移動局１０の管理を行う。
【００３１】
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交換局３０は、基地局２０と他の基地局又は広帯域回線とを接続し、通信の仲介を行う。
【００３２】
次に、本発明の実施の形態の通信システムの概要を説明する。
【００３３】
本実施の形態の通信システムでは、基地局２０は同時に三つのキャリアを送受信可能であ
り、移動局１０と基地局２０とが同時に三つのキャリアを用いて通信を行うことができる
。移動局１０のうち、シングルキャリア端末はこの三つのキャリアのうちいずれか一つ、
マルチキャリア端末は三つのキャリアを同時に使用して基地局と通信を行うことができる
。このとき、各キャリアにおいて時間分割多重（ＴＤＭＡ）を行い、一つのキャリア内で
タイムスロットを設定し、このタイムスロット毎にデータを分割して通信を行う。このタ
イムスロットの大きさは固定長でもよいしデータ量やデータの種類に応じて可変長にして
もよい。
【００３４】
さらに、基地局２０と移動局１０とが通信を行うときは、各タイムスロット内での通信デ
ータを符号分割多重（ＣＤＭＡ）して通信を行う。
【００３５】
移動局１０と基地局２０とが通信を行う際に、基地局２０は「ＭＡＣインデックス」によ
って移動局が使用するキャリア、使用するタイムスロットを管理する。
【００３６】
図２はこのＭＡＣインデックスを説明する図である。
【００３７】
本実施の形態のＭＡＣインデックスは６４種類の符号（１０進数で０～６３）で構成され
る６ビットからなる符号マップである。この符号（ＭＡＣインデックス）を、移動局１０
に含まれる各端末に対して、各端末が使用するキャリア及び使用可能なタイムスロットを
基地局２０において各々割り当てる。
【００３８】
図３は移動局１０と基地局２０とが通信を行う際のキャリアとタイムスロットとの割り当
てを表した模式図である。
【００３９】
マルチキャリア端末（無線端末Ａ又はＢ）は、割り当てられた複数（本実施の形態では三
つ）のキャリアのうち同一時間の複数（本実施の形態では三つ）のタイムスロットを同時
に使用して通信を行う。シングルキャリア端末（無線端末ＣないしＧ）は１つのキャリア
のみを使用して通信を行うので、同一時間では一つのキャリアの一つのタイムスロットし
か使用しないので、異なるキャリアにおいては三つのシングルキャリア端末が同時にパケ
ット通信を行うことができる。
【００４０】
次に、ＭＡＣインデックスを利用して、基地局２０が、無線端末に対してキャリアとタイ
ムスロットを割り当て、パケット通信を行う際の動作を説明する。
【００４１】
まず、図４を用いて基地局２０が移動局１０（無線端末）に対してキャリアの割り当てを
行う際の動作を説明する。
【００４２】
基地局２０は移動局１０に対し常に同期信号を送信している（処理４０１）。
【００４３】
移動局１０の電源が投入され基地局からの同期信号を受信すると（処理４０２）、移動局
１０は基地局２０に対し、以下の処理４０４から４１３に示す登録動作処理を行う（処理
４０３）。
【００４４】
この登録動作には、基地局２０に対して通信を行うために、基地局２０の制御部２７に移
動局１０が登録されることが必要である。移動局１０はこの登録のための登録動作開始リ
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クエストメッセージを基地局２０に対し送信して、基地局２０への登録を要求する（処理
４０４）。基地局２０はこのリクエストメッセージを受信すると移動局１０の存在を認識
する。同時に登録動作開始を確認する登録動作開始許可メッセージを移動局１０に対して
返送する（処理４０５）。
【００４５】
移動局１０がこの許可メッセージを受信すると、移動局１０（無線端末）がシングルキャ
リア端末であるかマルチキャリア端末であるかの機能情報を基地局２０に送信して、無線
端末の機能に適合したキャリア割当を要求する（処理４０６）。基地局２０はこの機能情
報を受信して移動局１０がシングルキャリア端末又はマルチキャリア端末のいずれかであ
ることを認識し、記憶部２８に移動局１０の機能情報を保存する。基地局２０は、機能情
報が保存されると、機能情報を受領したことを確認する機能情報受領メッセージを移動局
１０に対し返送する（処理４０７）。
【００４６】
次に、基地局２０は、移動局１０との通信に使用するためのキャリアを、キャリア１から
３のいずれか一つ又は複数（二つ又は三つ全て）割り当てる（処理４０８）。この処理の
詳細については図５を用いて後述する。
【００４７】
基地局２０において移動局１０に対してキャリアが割り当てられると、この割り当てたキ
ャリア情報をキャリア割当メッセージとして移動局１０に対して送信する（処理４０９）
。移動局１０は、このキャリア割当メッセージを受信するとキャリア情報を受信した旨の
キャリア割当受領確認メッセージを返送する（処理４１０）。移動局１０はこの割り当て
られたキャリアによって基地局２０と通信を行うように移動局１０内に備えられた無線部
（図示省略）のキャリアの設定を変更する（処理４１１）。移動局１０においてキャリア
の設定が完了すると、基地局２０に対してキャリア変更完了メッセージを送信する（処理
４１２）。基地局２０はこのキャリア変更完了メッセージを受信すると、移動局１０に割
り当てたキャリアで通信を行うことが可能になったと認識し、キャリア変更完了確認メッ
セージを返送する（処理４１３）。
【００４８】
以上により移動局１０と基地局２０との間のパケット通信用のキャリアが決定され、以降
、この決定されたキャリアによって基地局２０と移動局１０とが通信を行うことができる
。
【００４９】
図５はキャリア割り当て処理を表すフローチャートであり、図４の処理４０８として、基
地局２０において実行される。
【００５０】
まず、図４の処理４０６で受信した移動局１０の機能情報を参照し（処理５０１）、移動
局１０がシングルキャリア端末であるかマルチキャリア端末であるかを判別する（処理５
０２）。マルチキャリアであった場合には処理５０３に移行する。移動局１０がシングル
キャリアであった場合は処理５０４に移行する。
【００５１】
処理５０３では、マルチキャリア端末である移動局１０に対して３つのキャリアをすべて
使用するように割り当てる。
【００５２】
処理５０４では、キャリア１に割り当てられている移動局１０の数及びトラフィック情報
、並びに、キャリア３に割り当てられている移動局１０の数及びトラフィック情報を参照
する。
【００５３】
基地局２０においては、どのキャリアにどの移動局が割り当てられているかを常に把握し
ているので、それぞれのキャリアにいくつの移動局が割り当てられているかは容易に把握
できる。また、各キャリアにおけるタイムスロットを統計し、空きスロット率及び使用ス
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ロット率を把握し、各々のキャリアのトラフィックも把握できる。
【００５４】
次に、キャリア１とキャリア３との割り当て移動局数とトラフィックとから混雑状況を判
断する。（処理５０５）。キャリア１がキャリア３に対して混雑していない場合は、移動
局にキャリア１を割り当てる（処理５０６）。キャリア３がキャリア１に対して混雑して
いない場合は、移動局にキャリア３を割り当てる（処理５０７）。キャリア１及びキャリ
ア３のいずれも混雑状態であると判断した場合には、移動局にキャリア２を割り当てる（
処理５０８）。
【００５５】
次に、図６を用いて、基地局２０が移動局１０に対してＭＡＣインデックスを割り当てる
際の動作を説明する。
【００５６】
まず、図４のシーケンスによってキャリアが決定して、パケット通信用のキャリアが設定
されると、移動局１０は基地局２０に対して通信チャンネルの割り当てを要求する通信チ
ャンネル割り当て要求メッセージを送信する（処理６０１）。この通信チャンネル割り当
て要求メッセージを受信すると基地局２０は移動局１０に対し要求メッセージの受信を確
認する通信チャンネル割り当て要求応答メッセージを返送し（処理６０２）、ＭＡＣイン
デックスを割り当てる際に必要な情報（以下、「移動局情報」という）を要求するＭＡＣ
インデックス割り当て移動局情報要求メッセージを送信して、移動局がマルチキャリア端
末であるのかシングルキャリア端末であるのかの情報や、移動局の通信品質状態の情報等
を要求する（処理６０３）。
【００５７】
移動局１０がこの情報要求メッセージを受信すると、移動局情報として、移動局の端末の
種類の情報や、移動局の通信品質状態の情報を含むＭＡＣインデックス割り当て移動局情
報要求応答メッセージを基地局２０に対して送信する（処理６０４）。移動局情報を基地
局２０が受信すると受信を確認する情報受領応答メッセージを送信する（処理６０５）。
【００５８】
この移動局情報を元にして基地局２０は移動局１０に対してＭＡＣインデックスを割り当
てる。この割り当て処理は図７を用いて後述する。
【００５９】
ＭＡＣインデックスが割り当てられると、基地局２０はこのＭＡＣインデックスを移動局
１０に対してＭＡＣインデックス割り当てメッセージを送信して、ＭＡＣインデックスを
通知する（処理６０７）。このＭＡＣインデックス割り当てメッセージを受信すると、移
動局１０は基地局２０に対し受信を確認した旨の情報受領応答メッセージを返信し（処理
６０８）、割り当てられたＭＡＣインデックスを移動局内に備えた記憶部（図示せず）に
保存し、ＭＡＣインデックスを付したパケットを送受信できるように通信可能状態に設定
する（処理６０９）。
【００６０】
これにより、基地局２０と移動局１０とがＭＡＣインデックスを用いたデータ通信を行う
ことが可能となる（処理６１０）。
【００６１】
図７は、このＭＡＣインデックス割り当ての動作を示すフローチャートである。
【００６２】
まず、通信を行う移動局１０が、シングルキャリアであるかマルチキャリアであるかを図
４の処理４０６で受信した情報によって認識し取得し（処理７０１）、、図４の処理４０
８によって設定した移動局１０のキャリアを認識し取得する（処理７０２）。
【００６３】
上記情報に基づいて、移動局１０がマルチキャリアである場合は処理７０４に移行し、シ
ングルキャリアである場合には処理７１０に移行する（処理７０３）。
【００６４】
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処理７０４では、マルチキャリア端末に割り当て可能なＭＡＣインデックスに空きがある
かどうかを判断する。マルチキャリア端末用のＭＡＣインデックスに空きがあれば処理７
０５に移行し、ＭＡＣインデックスを移動局１０に割り当てて、移動局１０が使用するキ
ャリアをＭＡＣインデックスに関連付けて記憶する。
【００６５】
この移動局１０と移動局１０の使用するキャリアとは、ＭＡＣインデックスの符号マップ
に割り当てられて記憶される。本発明の実施の形態の符号マップは０～６３の６４種類の
要素から構成される６ビットからなる符号マップを使用する（図２参照）。このとき、シ
ングルキャリアは順方向から、マルチキャリアは逆方向から割り当てる（例えば、シング
ルキャリア端末を０、１、２、３、４・・・の順に割り当て、マルチキャリアを６３、６
２、６１、・・・の順に割り当てる）。こうすることで各移動局のキャリア及びタイムス
ロットの割り当てが一意となり、タイムスロットとキャリアとを最大限に有効に活用する
ことが可能になる。
【００６６】
処理７０４でＭＡＣインデックスに空きがないと判断した場合は、処理７０６に移行し、
シングルキャリア端末用のＭＡＣインデックスに空きがあるか否かを判定する。シングル
キャリア端末用のＭＡＣインデックスにも空きもないのであれば、この基地局２０のセル
での通信可能移動局数の上限に達していると判断し、移動局に対して混雑状態ある旨のメ
ッセージを送信し（処理７０７）、処理を終了する。
【００６７】
一方、シングルキャリア端末用のＭＡＣインデックスに空きがあれば、シングルキャリア
端末用にＭＡＣインデックスの空き領域をマルチキャリア端末用のＭＡＣインデックスの
領域に割り当て（処理７０８）、追加された空き領域のＭＡＣインデックスを移動局（マ
ルチキャリア端末）に対して割り当てる（処理７０９）。
【００６８】
本実施の形態では、予めシングルキャリアが使用するＭＡＣインデックスとマルチキャリ
アが使用するＭＡＣインデックスとのそれぞれの領域の境界を予め設定しておくが、この
ようにシングルキャリアとマルチキャリアとのいずれか一方が先に混雑状態になり空きが
無くなってしまった場合には、領域の境界を移動させ、混雑状態が高い方の領域を増やす
ことができる。
【００６９】
また、シングルキャリアとマルチキャリアとの境界を固定し、同一セル内で通信を行うシ
ングルキャリアとマルチキャリアとの移動局が通信可能になる比率を予め固定的に設定す
ることもできる。
【００７０】
また、シングルキャリア端末用とマルチキャリア端末用とで別の符号マップを用意し、そ
れぞれ個別に割り当てるよう構成してもよい。この場合は他方の種類の端末の混雑状態に
影響されることはなくなる。
【００７１】
処理７０３でシングルキャリア端末であると判別した場合は、上記処理７０４から７０９
と同様の処理を行い、混雑状態であり空き待ちであるとのメッセージを送信し、処理を終
了するか、ＭＡＣインデックスを割り当てる（処理７１０から７１５）。
【００７２】
以上により基地局２０から移動局１０に対してＭＡＣインデックスが割り当てられる。
【００７３】
次に、割り当てられたＭＡＣインデックスによって基地局２０と移動局１０とがパケット
通信を行う際の手順を説明する。
【００７４】
移動局１０からデータ送信のリクエストがあった場合、まず基地局２０は、ＭＡＣインデ
ックスを参照し、移動局１０とその移動局１０に割り当てられたキャリアとを取得し、一
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つのＭＡＣインデックスに対し一つの時間間隔を割り当て、割り当てた順序に従ってパケ
ットを送信する。この時間間隔は各々のキャリアのタイムスロットを含む。なおこの時間
間隔は固定長でもよいし可変長でもよい。
【００７５】
時間単位の割り当てが決定すると、基地局２０はＭＡＣインデックスを含むヘッダを付加
したパケットを順次送信する（図８）。
【００７６】
移動局１０は、ヘッダを参照し、パケット長、時間単位長等を認識してパケットを受信す
る。時間単位が終了すると、次のパケット受信に備える。
【００７７】
以上のように構成された本発明の実施の形態の通信システムでは、基地局２０が移動局１
０に対して下り方向のパケット通信を行う際に、マルチキャリア端末とシングルキャリア
端末とが使用するキャリアとタイムスロットとを基地局にてＭＡＣインデックスによって
一元的に管理を行うので、マルチキャリア端末とシングルキャリア端末とが同一の通信シ
ステム内で混在することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の第１の実施の形態通信システムの概略図。
【図２】　ＭＡＣインデックスの概略図
【図３】　キャリアと移動局との割り当てを表した概略図
【図４】　移動局と基地局とでキャリアを割り当てる動作を表したシーケンス図
【図５】　基地局が移動局に対してキャリアを割り当てる際のフローチャート
【図６】　移動局と基地局とでＭＡＣインデックスを割り当てる動作を表したシーケンス
図
【図７】　基地局が移動局に対してＭＡＣインデックスを割り当てる際のフローチャート
【図８】　移動局と基地局とが行う通信が使用するパケットの概略図。
【符号の説明】
１０　移動局
２０　基地局
２１～２３　アンテナ
２４～２６　無線部
２７　管理部
２８　記憶部
３０　交換局
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【図７】 【図８】



(14) JP 4047653 B2 2008.2.13

フロントページの続き

(56)参考文献  特開平４－１３４９９５（ＪＰ，Ａ）
              特開平７－２４５７７８（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              H04B 7/24～7/26
              H04Q 7/00～7/38
              H04J 1/00


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

